













































































































































































































































































としての専門家である FP を育て上げる為に 15 年前にその教育課程を創っていた。コー
ポレート・ファイナンスがファインス分野で持てはやされていたのにパーソナル・ファイ
ナンスとして対抗するかのようであった。
　我が国FPを米国におけるIFA（Independent	Financial	Adviser）といった存在に昇華し、
金融機関とは独立したファイナンシャルアドバイスが可能になれば、個人の選択による家
計の安心の下に更なる挑戦を行なう独立自尊の個人が生まれるであろう。そこでは「情報
の非対称性」や「レモンの定理」という概念ではなく、FP と顧客との間はフィデューシャ
リーデューティー（受託者責任）という新しい関係によって結ばれることになる。
　これまでの中央集権的な銀行システムは終身雇用制度等とともに、我が国の中央集権的
仕組みを代表するものであり、それに乗っていれば「予定調和」のような安定が得られる
こととなっていた。金融行政がまた同じ着想で規制をかければ折角の新しい技術もまった
く意味の無いものとなってしまう。
　今回の新しい技術転換を国内だけの都合でグローバルを意識しなければ、日本人がビッ
トコイン遊びが出来るようになった程度の技術転換でおわってしまうことになる。金融仲
介機能にとって「情報の非対称性」や「レミンの定理」が発する問題を解決することが最
も重要であると鮮明にわかっている中にあって、それを実現しなければ我が国の金融に未
来は無い。「社会科学の総合大学」としての CUC が、本プロジェクトで扱ったような技
術的な研究を経て、政策的に仕組みを整えつつ、教育として、FP、IFA などの育成を行
うことは、一つの使命であろう。愛する CUC の未来には解決すべき課題が山積している
と感じたところでこの論稿の筆を置きたいと思う。
　なお、今回の論稿では、グローバルを意識した動きと中央集権的な仕組みである中央銀
行がどのように「分解」されていくかについては論じていない。どこかでまとめて再度議
論していきたい。
（千葉商科大学会計ファイナンス研究科元教授）
